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Abstract 

 

 The 2020 1st cross-education project, which was performed between Fukuoka Institute of technology (FIT) and King 

Mongkut’s Institute of Technology Ladkrabang (KMITL) Thailand, is reported in this paper. In this project, 10 FIT students 

and 34 KMITL students participated and created the promotion video for each other’s universities, where the promotional video 

was produced by a mixed team of Japanese and Thai. Through this project, participating students have acquired communication 

skills and international understanding. 
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1 . はじめに  

 近年，高等教育においては，“国際的な流動化に

よる急速な科学技術の進歩と高度化に対応できる

能力を持った人材”の育成 1 )が急務とされており，

芝浦工業大学をはじめとする様々な大学において，

海外渡航型の gPBL（ Globa l  Pro jec t -Based  Learn ing）

プログラム 2 ) - 4 )が盛んに実施されるようになって

きた。我々福岡工業大学においても，2018 年から

芝浦工業大学と本学協定校であるモンクット王工

科 大 学 ラ カ バ ン 校 （ KMITL:  King  Mongkut ’s  

Ins t i tu te  o f  Technology  Ladkrabang）の協力の下，

海外渡航型の gPBL プログラムを実施 5 ) - 7 )してき

た。しかしながら，近年の世界的な新型コロナ感

染流行の拡大によって，海外渡航型の gPBL 実施

が困難となり，そのプログラムの見直し，ならび

に，代替プログラムの設計が求められている。  

 この問題を解決すべく，筆者らはオンラインミ

ーティングツールである Zoom を活用したオンラ

イン型の gPBL プログラム：「第 1 回クロスエデュ

ケーション・プロジェクト」を 2020 年度に実施し

たので，本論文においてその実施報告を行う。従

来の海外渡航型の gPBL プログラムとは異なり，

本取り組みは，①オンライン型の gPBL プログラ

ムである，②国籍の異なる大学生が 1 つのチーム

となって共同してコンテスト形式のビデオ制作に

取り組む，③国籍の異なる学生同士が互いに動画

制作のための素材を提供し合うことで，お互いの

大学のプロモーションビデオを制作するという 3

つの特徴をもつ。  

 

2 . プログラムの概要  

 本オンライン型の gPBL プログラムで設定した

制作課題は，「 5 分間の大学のプロモーションビデ

オを制作」するというものあり，本学の江口啓教
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授 （ 工 学 部 電 子 情 報 工 学 科 ）， KMITL 工 学 部

Automat ion  Enginee r ing の Amphawan Ju l se reewong

准 教 授 ， な ら び に ， KMITL 工 学 部 Automat ion  

Enginee r ing の Sawai  Pongswated 准教授によって

立案・運営された。本プログラムは，表 1 のスケ

ジュールで実施され，本学学生 10 名（電子情報工

学分野，および，電気工学分野）とタイ・ KMITL

の学生 34 名（電気工学分野，情報工学分野，産業

応用分野，ならびに，機械工学分野）の合計 44 名

が参加した。本プロジェクトの実施期間に関して

は，KMITL の運営者との事前打ち合わせを行うこ

とで，双方の大学の休業期間に合わせる形で設定

された。  

 はじめに， 2021 年 1 月 8 日を締め切りとして，

本プロジェクトへの参加募集を行った。学生の募

集にあたっては，KMITL の学生有志から本プロジ

ェクトのフライヤーを自主制作して頂き，学生募

集を広く呼び掛けた。続いて，1 月 11 日にキック

オフ・ミーティングを実施した。キックオフ・ミ

ーティングにおいては，本プロジェクトの運営者

からの挨拶とコンテスト内容の詳細説明が行われ

た後，参加学生の英語による自己紹介とグループ

作りが行われた。図 2 は， Zoom 上でのキックオ

フ・ミーティングの様子である。グルーピングを

行う際には，図 3 に示すように，専門分野の異な

る学生 4～ 5 名で， FIT の学生と KMITL の学生と

を混成してグループが構成された。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 すなわち，グローバル化教育の一助として，学

生間の基本的な会話を全て英語で行わせ，英語技

能の実践と異文化交流とを参加学生に体験させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表  1 プログラム・スケジュール  

2021 年  内  容  

1 月 8 日  参加申し込み締め切り  

1 月 11 日  

キックオフ・ミーティング  

（コンテスト内容の説明，自己紹

介，ならびに，グループ作り）  

1 月 15 日  グループメンバーの公表  

3 月 22 日  ビデオ提出締切  

3 月 29 日  授賞式  

 

図  1  KMITL 有 志 に よ っ て 制 作 さ れ た 本 プ ロ ジ

ェクトのフライヤー  

図  2 キックオフ・ミーティングの様子  

図  3 グループ構成と制作ルール  
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 また，ビデオ制作においては図 3 に示すように，

KMITL の学生から FIT の学生へ KMITL のビデオ

制作のための素材を提供させることで， FIT の学

生に日本人の視点から KMITL のプロモーション

ビデオを制作してもらった。一方， FIT の学生か

らは KMITL の学生へ FIT のビデオ制作のための

素材を提供させることで，KMITL の学生にタイ人

の視点から FIT のプロモーションビデオを制作し

てもらった。すなわち，各グループの参加学生に，

お互いの大学のプロモーションビデオを制作させ，

3 月 22 日までに 1 グループあたり 2 本のビデオの

提出を義務付けた。プロモーションビデオの制作

においては，ドローンを使ったキャンパスの空撮

を希望する学生も出たため，本学管財課にご協力

頂き，図 4 のドローン飛行許可依頼書を学生に提

出させた上で空撮を許可した。  

 投稿されたプロモーションビデオに関しては，

FIT と KMITL の 3 名の運営者による投票結果を基

に優秀作品が選出され，3 月 29 日の授賞式におい

て発表された。授賞式においては，運営者からの

挨拶の後，KMITL と FIT の学生が協力して制作し

た各大学のプロモーションビデオが放映された。

審査の結果， 2020 年度  第 1 回クロスエデュケー

ション・プロジェクトでは，“ Nutnaree  Dees i t t i va te

さん（ KMITL），Pi runsan  Sr ipumbang さん（ KMITL），

Orapan  Sae lok さ ん （ KMITL ）， Chet sadaporn  

Tra iv in ids ree suk さ ん （ KMITL ）， 城 野 祥 基 さ ん

（ FIT）”のチームが  Bes t  Pre sen ta t ion  Award（副賞

USD1,000），“ J i raporn  Prapas i r i su lee さん（ KMITL），

Tra i so rn  Raveewat s i r i さ ん （ KMITL）， Chanakarn  

Paree ruek さん（ KMITL），松尾拓海さん（ FIT）”

の チ ー ム が 2nd  Bes t  Pre sen ta t i on  Award（ 副 賞 ：

USD400）に選ばれた。また，全ての参加学生に対

しては，図 5 に示すような本プロジェクトへの参

加修了認定証が授与された。  

 授賞式における学生インタビューにおいては，

「海外交流が難しいコロナ禍において，海外交流

の機会を作って頂いて感謝している。」，「外国人の

友達ができて嬉しかった。今後もプロジェクトを

継続して欲しい。」，「ビデオの制作を通じて提携校

のことが深く知れて良かった。」などの肯定的な意

見が多く寄せられており，参加学生による本プロ

ジェクトの印象は良好であった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 . まとめ  

 本論文においては，オンラインミーティングツ

ールである Zoom を活用したオンライン型の gPBL

プログラム：「第 1 回クロスエデュケーション・プ

ロジェクト」の実施報告を行った。これまで本学

図  4 ドローン飛行許可依頼書  

図  5 参加修了認定証  
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で行われてきた海外渡航型の gPBL プログラムと

は異なり，本取り組みは，空間的な制約に捕らわ

れないオンライン型の gPBL プログラムである。  

 本プロジェクトにおいて，FIT と KMITL の学生

間にお互いの大学のプロモーションビデオの制作

を行わせた結果，コロナパンデミックの状況下に

おいても gPBL プログラムを実践できることを明

らかにした。活動中においては，学生有志制作に

よるコンテスト・フライヤーを用いた広報活動な

ど参加学生による積極的な活動が行われており，

本プロジェクトが参加学生の意欲を刺激するもの

であったと思われる。また，参加学生に対するイ

ンタビューにおいて，肯定的な意見が多く寄せら

れたことから，本プロジェクトに対する参加学生

の印象は良好であったと思われる。  

 今後，本プロジェクトを継続していくことで，

学生活動についてのデータを蓄積し，本プログラ

ムの学習効果の検証，プログラム修了学生の進路

調査，ならびに，人的・金銭的など多面的な費用

対効果の検証を行う予定である。  

 なお，第 1 回クロスエデュケーション・プロジ

ェクトの受賞作品については，オンライン動画共

有プラットフォーム YouTube にアップロードされ

ているので，時間が許すようであれば動画の方を

ご覧頂きたい。  

 ht tps : / /you tu .be /4 lFf12OvB14  

 （ KMITL プロモーションビデオ 1）  

 ht tps : / /you tu .be /b fn62UUcuM4  

 （ FIT プロモーションビデオ 1）  

 ht tps : / /you tu .be /qprLdXooXvE  

 （ KMITL プロモーションビデオ 2）  

 ht tps : / /you tu .be /owZkjMM4OdM  

 （ FIT プロモーションビデオ 2）  
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